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吉原と江戸文化に関する研究   - 妓楼和泉屋平左衛門を例として - 
 
吉原と江戸文化について、妓楼和泉屋平左衛門を例に行った研究である。 
 
まえがきでは、本論文の意義と構成について紹介する。江戸文化をシステムとして捉
え、さらに、文化以外からの視点からも研究を進める。歴史認識における物理量として
の時間軸の意義について論ずる。従来の吉原研究は、主として好事家により、二次資料、
三次資料あるいは文芸資料や芸能資料に基づいて行われ、偏った側面から吉原が論じら
れてきた。本研究では、(一)過去帳などの内部資料に基づき、(二)尾張知多で発見の新出
のゼロ次資料等を用い、(三)貸借対照表の概念を初めて持ち込み、妓楼の経営にメスを
入れ、(四)ビッグデータの一つである遊女の紋を情報学の属性情報として扱い、(五)これ
までになかった視点と手法から、吉原の実態を解明することを試みる。 
 
第一部 吉原の始まりと尾張出身者 
第一章「知多半島で発見の吉原研究に関するゼロ次資料」では、これまで、知られて
いなかった、江戸吉原における尾張出身者の存在ついて述べる。昭和 12 年(1937)に愛
知県半田在住の澤田次夫が、私家版の研究報告においてこれを紹介している。愛知県南
知多町にある光明寺を現地調査し、元禄に遡る寺の過去帳、祠堂金記録、仏画、絵馬な
どのゼロ次史料の存在を確認した。岩屋寺では、吉原関係者が奉納した香炉の存在を確
認した。これらを、吉原細見や遊女絵などと照合した結果、江戸前期から、揚屋、妓楼
および茶屋のビジネスに、尾張出身者が多く参入していたことを明らかにする。  
 
第二部 和泉屋平左衛門と吉原の経営戦略 
第二章「妓楼「和泉屋平左衛門」」では、武蔵足立郡淵江領出身の三代にわたる妓楼経
営者和泉屋平左衛門を紹介する。江戸後期の文化三年（1806）から明治五年（1872）ま
で、規模の大きな妓楼を経営していた。和泉屋平左門は、経営不振に陥っていた二軒の
妓楼、すなわち、京町二丁目「和泉屋壽美」および江戸町一丁目「太田屋善右衛門」を
経営統合し、楼主としてビジネスを継承したと考えられる。妓楼、揚屋、茶屋の三者の
経営を、貸借対照表の概念を用いて考察すると、会計処理的には遊女を固定資産として
抱えることになる妓楼がもっとも資本を要することを明らかにする。 
第三章「遊女絵の開板年と開板動機に関する考察 -  契情道中双ろく見立吉原五十三
封を例として」では、浮世絵のジャンルの一つである遊女絵の開板時期を決定する手段
として、吉原細見における遊女のデータと、遊女絵に描き込まれた紋に注目することを
提案する。この揃い物は、文政七年(1824)の火災後の吉原の外での仮宅営業を終えて、
翌年に吉原に戻ってきたことを宣伝するために制作されたと判明した。絵の構図が同一
であっても、妓楼と遊女の名前を変えた 14枚の異板が存在する。初板・後板の関係を、
(一)吉原細見の記載事項と(二)遊女の着物に描き込まれた紋に着目し、さらに、（三）オ
ランダ・ライデンの国立民族学博物館所蔵品のように購入時期が明らかという事実、ま
た、開板後早い時期にコレクションが成立した国会図書館での収蔵状況をもとに決定し
た。 
第四章「メタデータとしての紋に見る妓楼の経営戦略」では、遊女絵に描き込まれた紋
について、メタデータとしての視点から考察する。同じ名前の花魁が長期に同一の妓楼
に存在することがある。京町一丁目にあった海老屋に、寛政 12年（1800）から天保 12
年（1841）の 40年間にわたって在楼した七人の鴨緑の紋について検討する。描き込ま
れた紋から、桐紋の鴨緑、いかづち紋の鴨緑、違い鷹の羽の鴨緑、抱茗荷の鴨緑、木瓜
紋の鴨緑、桐紋の鴨緑のように個人を区別できる。一方、姿海老屋の場合には、襲名し
ても同じ紋が使われる。かつ、文政の七里の場合には、姉女郎が面倒を見るグループで
は、全員が同じ桔梗紋を用い、「七」の文字が名前に共通であり、グループとしてのアイ
デンティティが強調されている。 
第五章「安政大地震と仮宅」では、安政 2年（1855）の江戸直下型大地震が、吉原に
及ぼした影響について述べる。被害の状況は『冥途細見』や「浄閑寺過去帳」から読
み取れる。地震と火災の後に仮宅営業について紹介する。とくに、和泉屋清蔵の妹の
「和泉屋まつ」が仮宅の時だけ営業していたことを紹介する。震災の後の混乱期に
様々な出版物が検閲なしで刊行されていたこと述べる。 
 
第三部 吉原の文化 
第六章「吉原男芸者と芸能吉原男芸者と芸能 河東節山彦新次郎から見た歌舞伎、吉原
俄、天下祭りにおける相互の関わり」では、江戸の声曲が、吉原、歌舞伎、祭礼におい
て共通であることを述べる。さらに、狂歌、浮世絵、出版、信仰などとも深く関係する。
江戸の文化を研究するにあたり、相互に隣接する類縁文化同士の関わりを調べ、かつ、
全体を俯瞰することが、その本質を理解する上で重要である。祭礼、歌舞伎の曽我祭、
吉原俄を比べると、いずれもの場合、神慮を清しめる目的、出し物の中心としての声曲、
そして、これを、吉原を本拠地とする男芸者が担当したという点において共通している。
歌舞伎と吉原俄で三味線を弾いていた、吉原男芸者の例として酒井抱一と近かった、河
東節の山彦新次郎および文次郎父子について紹介する。 
第七章「酒井抱一と吉原の文化」では、吉原の文化的側面について述べる。明和から天
明、寛政の知的な遊びの空間としての吉原の文的ルーツの一つとして、明末の南京の秦
淮の花街を紹介した板橋雑記（はんきょうざっき）』を挙げることができる。煌びやかな
才子佳人が織りなす南京の花街のイメージが、吉原に影響を与えた。その吉原版とも言
うべき存在が、天明から文化文政期の吉原を拠点に、文化的活動に従事した酒井抱一で
ある。抱一は、狂歌、俳諧、歌舞伎、声曲、浮世絵、神田明神や山王権現の祭礼など、
江戸のあらゆる文化と関わっている。大文字屋の香川を落籍し、文化 6年(1809)より根
岸に住み、以後、琳派の後継者として絵画作成にいそしんだ。 
「あとがき」では、本研究の特徴をまとめた。 
 
 
 
（備考） 1. 和文で作成する場合は、2,000～3,000字程度で作成すること。 
     2. 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。 
